
★	2020 年度一般会計当初予算
	 51 議案可決総額 1,642 億円

★	記念すべき 50回目登壇
	 多文化共生 /音声翻訳機導入
３月 10 日午後登壇。平成 11 年 9 月の初

登壇から連続質疑・質問 50 回目を達成。今
回の質疑大項目１は音声翻訳機導入。私も
音声翻訳機購入。実際に翻訳機を使い議員・
理事者側に紹介。（左上画像）多文化共生時
代におけるみんなの病院、市民課窓口、救
急業務での対応を質疑。みんなの病院では
1 台購入、救急外来で使用中。今後追加購
入検討と前向き答弁。本年度の海外行政視
察において、多言語対応のため効果を発揮。

★	「広報たかまつ」発行回数減
	 月 2回から１回へ /全戸配布
令和２年第１回定例会で「広報たかまつ」

発行減について質疑。広報発行回数は月２
回から１回。配布方式は業者による全戸配
布。発行減による情報量や鮮度の担保につ
いては、イベント等のお知らせは QR コー
ドにより本市ホームページと連携。また、
４月からは新たな情報発信として WEB 上
の SNS サービスを開始する。

また、議員提出議案 4 件否決。請願・陳情
4 件不採択。24 日最終日は 2019 年度一般
会計補正予算案 20 億 222 万円など 10 議案
を可決。主な補正は国が進める「GIGAスクー
ル構想」に関し学校における情報通信ネット
ワーク環境整備事業に 10 億 7721 万円。

★	令和元年度海外行政視察報告
令和元年度高松市議海外行政視察は２月

２日から９日までベトナム・JETRO 日本
貿易振興機構ホーチミン事務所。ハノイ市
LOD 人材開発株式会社。タイ・JNTO 日
本政府観光局バンコク事務所。カンチャ
ナブリ死の鉄道博物館。タダノ タイ工場。
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2020 年度高松市一般会計予算は総額
1,642 憶円。前年度当比 6.7％増。扶助費

（扶助費⇒住民福祉に使われる費用）の伸び
毎年増大。歳入は市税が 645 億円 39.3％。
自主財源は 817 億円で総額の 49.8％。



を掲示。研修期間中は全寮制。3 食付きで、
居住区は男女厳しく隔離。ちなみに香川県
の在留外国人は 1 万 2597 人（2018 年 12
月）ベトナム人は 2,646 名で第 2 位。留学
生数も 2018 年全国調査で 7 万 2354 人。
第 2 位となっている。

JETRO ホーチミン事務所によると、日
越が良好な理由として①勤勉で豊富な若い
労働力。②将来期待できる９千万人の人口。
③安定した政治環境（共産党一党独裁）④
親日的である等を挙げた。

今回の視察では、死の鉄道博物館長ビイ
ティー氏の過去と現在。高松市の企業タダ
ノ・タイ工場視察。JNTO でのインバウン
ドの方向性。CLAIR では派遣された職員の
活躍ぶりを通じ、本市職員のスキルビルディ
ングの大切さを感じた。

シンガポール・CLAIR 自治体国際化協会事
務所。ガーデン・バイ ザ ベイを視察。視
察の先立ち国内事務所との事前研修・事前
質問書等資料交換。

今回のテーマは「多文化共生」。特に海外
労働者受け入れ、インバウンド等を調査骨
子とした。視察先は技能実習生を多く派遣
しているハノイ市にある LOD 人材開発株
式会社。1992 年交通運輸省翼下の船員派
遣会社として設立。その後 1997 年日本に
研修生として送り出す。技能実習生は高卒
以上の学歴と入所試験。1 回の募集実習生
は実数 2 名～ 135 名。研修期間は業種によ
り違う。一般職種は 4 カ月～ 6 カ月。介護
職は 10 カ月以上。年間の募集回数は 250
回以上。

研修後は日系企業や日本側管理団体と
マッチング後派遣。入所中の学費等は不明
だが、同社は不動産業がメイン。これらの
収益を訓練費に投入。日本の企業での生活
を想定し、寮や教室には多くの日本語標語

「香川洋二」からも日常
活動記録をご覧いただけ
ます。
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